
未利用魚の可能性



公益社団法人日本水産資源保護協会について



未利用魚の可能性を考える

・未利用魚には可能性がある

・未利用魚という言葉の意味

・全国でアンケート実施（JF全漁連季刊誌「漁協」135号）

・未利用魚の活用事例（漁協女性部、加工業者）

・未利用魚を取り扱うために必要なこと



未利用魚には可能性がある



未利用魚には可能性がある

※未利用魚の由
来や食べ方を伝
授することでリ
ピーターをふやす

※なぜ会えな
かったのかを説
明することで、再
来店を促す

・未利用魚の希少性
に着目

量やサイズが揃わない、
安定供給できない、
などの阻害要因は、裏
返せば希少価値がある
ととらえることができ
ます。



未利用魚という言葉の意味

・規格外

・数量が揃わない

・認知度がない・商品価値が低い

市場流通に乗らない魚

定義することが
難しいようです



未利用魚に関するアンケート結果
（対象：県漁連・県漁協、漁協）

資料提供：JF全漁連

平成22年3月実施





未利用魚活用の阻害要因（アンケートから見えたこと）

仲買人が買わない

• 量・サイズが揃

わない

• 商品価値がない

• 安定供給できな

い

• 鮮度落ちが早い

利益が出ない

• 魚の知名度がな

い

• 見た目が悪い

• 料理方法がわか

らないから、美

味しくない

コストが高くなる

• 一次加工が必要

• 加工が難しい

• 人件費がかかる

• 加工する人員が

いない

その他

• 格安な輸入魚の
増大

• 流通ルートの未
確立

• 適当なパート
ナーの不在

• 未利用魚まで手
が回らない

販売先がない



未利用魚の利用方法（JF全漁連アンケートから）

なんとか販売した
いけど…



JF全漁連第15回全国青年・女性漁業者交流大会資料より抜粋



未利用魚の活用事例





写真提供：JF全漁連



国産水産物流通促進事業 水産物の流通目詰まり解消に向けた取組事例より抜粋





未利用魚を取り扱うために必要なこと

産地（漁協）と

の連携

未利用魚のこと

を知る

未利用魚（鮮魚・

加工品）をトライ

アルで販売する

皆様にお聞きしたいと思います。
豊洲市場で未利用魚を取り扱うためには、何が必要でしょうか。
たとえば…




